
側面図

三日町 国道153号
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DL=660.00

凡例) ･･･鋼板接着箇所

Ｓ＝１／２００

P2

A2

P1

A1

アーチリブ、吊り材、補剛桁
断面修復、ひび割れ注入、水切り設置

アーチリブ、吊り材、補剛桁
断面修復、ひび割れ注入、水切り設置

アーチリブ、吊り材、補剛桁
断面修復、ひび割れ注入、水切り設置

支承前面コンクリート
打ち替え

支承前面コンクリート
打ち替え
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橋長 98600

床版鋼板接着 再注入

縦桁・横桁：断面補修、ひび割れ注入

吊り材打ち継ぎ：樹脂注入（全数） 吊り材打ち継ぎ：樹脂注入（全数） 吊り材打ち継ぎ：樹脂注入（全数）

高欄塗装（Rc-Ⅲ系）高欄塗装（Rc-Ⅲ系）
断面修復

高欄塗装（Rc-Ⅲ系）

伸縮装置補修 伸縮装置補修

排水管補修（全数）

ひび割れ補修

断面修復

断面修復

断面修復

ひび割れ注入

下部工

A1橋台

G1G2

G2G1

A2橋台

水平震度 kh=－

縦断勾配 Level

横断勾配 2.0％屋根勾配

地震係数

斜 角

添架物荷重 －
設計荷重

主荷重 100％

勾 配

桁 長

架 設

橋 格

橋 長

幅員構成

橋 種

設 計 条 件

昭和29(1954)年10月

鉄筋コンクリートローゼ式桁橋

98.60m

32.80m×3連

0.4+0.15+4.7+0.15+0.4=5.80m

θ=90ﾟ

昭和14年示方書二等橋

標準断面図 Ｓ＝１／１００

アスファルト舗装 t=50

鉄筋コンクリート床版 t=150

手摺 φ60
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主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

町道8号線

箕輪町 箕輪橋

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

橋梁補修一般図

橋梁補修一般図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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下部工

Ｓ＝１／２００ Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００



防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひび割れ補修詳細図
(低圧注入工法)

カッター切削 カッター切削

水切り詳細図

水切りｱｲﾄﾞﾘｯﾌﾟ(軟質PVC) 接着材塗布

補剛桁下面

注) １．補修ひびわれ幅は、0.2mm以上とする。

２．高欄レール塗替え塗装は､Rc-Ⅲ塗装系とする。

３．アーチリブ､吊り材打継目補修は全箇所(n=14箇所)

とする。

４．補修寸法・形状等は現地実測の上決定のこと。

@300

15

25

約
10

約
10

45

アーチリブ､吊り材打継目補修図

打継目:エポキシ樹脂注入
L=(0.25+0.40)×2=1.3m

アーチリブ

吊り材
250

Ａ１ Ｐ１

153号側三日町側

天
竜
川

４－４

Ｐ１

４

３

４

３

R

２－２

L

Ａ１

２２

１１

R

L

塗装塗替え

１－１

(0.10×0.03×0.10m)

(0.10×0.02×0.20m)

３－３

補剛桁ひびわれ補修(L=0.6m) 補剛桁ひびわれ補修(L=0.8m×2)補剛桁ひびわれ補修(L=0.8m)
補剛桁ひびわれ補修(L=1.0m)

吊り材断面修復
(0.10×0.01×0.20m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.3m) アーチリブ断面修復
(0.20×0.06×0.70m)

吊り材断面修復

吊り材断面修復 吊り材ひびわれ補修(L=0.3m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.3m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.3m)

(0.10×0.01×0.20m)
吊り材断面修復

アーチリブ断面修復
(0.30×0.02×1.60m)

アーチリブ断面修復
(0.30×0.01×0.40m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.2m)

(0.20×0.02×0.30m)
吊り材断面修復

補剛桁断面修復

吊り材ひびわれ補修(L=0.3m)

吊り材断面修復
(0.10×0.02×0.15m)

高欄支柱断面修復
(0.10×0.02×0.10m)

高欄支柱断面修復
(0.15×0.04×0.15m)

(0.20×0.01×0.20m)
補剛桁断面修復

補剛桁ひびわれ補修(L=1.1m)補剛桁ひびわれ補修(L=1.1m)補剛桁断面修復

(0.30×0.01×0.30m)
アーチリブ下面断面修復

(0.10×0.02×0.20m)
橋門構下面断面修復

(0.15×0.02×0.15m)
橋門構下面断面修復

(0.20×0.03×0.20m)
アーチリブ下面断面修復

(0.20×0.03×0.20m，0.30×0.01×1.00m)
アーチリブ断面修復

(0.20×0.03×0.40m)
アーチリブ断面修復

橋門構下面断面修復

(0.20×0.03×0.30m)
橋門構側面断面修復

(0.20×0.02×0.30m)

(0.3×0.02×0.4m)

(0.30×0.02×0.30m)

天
竜
川

塗装塗替え

塗装塗替え

塗装塗替え

補剛桁断面修復
(0.20×0.01×0.60m)

1020 1700 1700

900

30945(水切り設置長)

30945(水切り設置長)

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

第１径間主構造

第１径間主構造補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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補修図

平面図 平面図

Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／１０

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／４０

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

機械足場施工↓
固定足場施工↑

機械足場施工↓
固定足場施工↑

△路面高

△路面高+2m

路面高+2m▽

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽
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町道8号線

箕輪町 箕輪橋



防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

水切り詳細図

水切りｱｲﾄﾞﾘｯﾌﾟ(軟質PVC) 接着材塗布

補剛桁下面

注) １．補修ひびわれ幅は、0.2mm以上とする。

２．高欄レール塗替え塗装は､Rc-Ⅲ塗装系とする。

３．アーチリブ､吊り材打継目補修は全箇所(n=14箇所)

とする。

４．補修寸法・形状等は現地実測の上決定のこと。

約
10

約
10

15

25

45

アーチリブ､吊り材打継目補修図

打継目:エポキシ樹脂注入
L=(0.25+0.40)×2=1.3m

アーチリブ

吊り材
250

３－３

153号側三日町側

天
竜
川

４－４２－２

４

３

R

L

Ｐ２Ｐ１

Ｐ２Ｐ１

４

３

天
竜
川

２２

１１

R

L

１－１

(0.10×0.02×0.10m)
アーチリブ断面修復

アーチリブひびわれ補修(L=1.5m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.8m)

(0.10×0.02×0.10m)
アーチリブ断面修復

補剛桁断面修復
(0.20×0.02×0.40m)

(0.20×0.02×0.40m)
補剛桁断面修復

(0.15×0.02×0.10m)
高欄支柱断面修復

(0.20×0.04×0.50m)
補剛桁断面修復

(0.20×0.03×0.20m)
高欄支柱断面修復

補剛桁ひびわれ補修(L=1.0m)

補剛桁ひびわれ補修(L=1.2m)

(0.25×0.03×0.50m)
吊り材断面修復

補剛桁断面修復
(0.20×0.02×0.40m)

(0.15×0.01×0.80m)
吊り材断面修復

(0.10×0.03×0.10m)
高欄支柱断面修復

(0.20×0.02×0.40m)
補剛桁断面修復

吊り材ひびわれ補修(L=0.4m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.4m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.4m)

アーチリブひびわれ補修(L=0.5m)

(0.10×0.02×0.20m)
アーチリブ断面修復

(0.20×0.04×0.40m)
アーチリブ断面修復

(0.10×0.01×0.50m)
橋門構側面断面修復

(0.20×0.03×0.30m)
橋門構下面断面修復

(0.20×0.01×0.50m)

吊り材断面修復吊り材ひびわれ補修(L=0.2m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.4m)

塗装塗替え

塗装塗替え

塗装塗替え

塗装塗替え

(0.10×0.02×0.10m)
アーチリブ断面修復

31050(水切り設置長)

31050(水切り設置長)

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

第２径間主構造

第２径間主構造補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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補修図

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひび割れ補修詳細図
(低圧注入工法)

@300

(L=0.5m)
高欄支柱ひびわれ補修

平面図 平面図

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／１０ Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／４０

機械足場施工↓
固定足場施工↑

△路面高

△路面高+2m

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽

機械足場施工↓
固定足場施工↑

△路面高
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足
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町道8号線

箕輪町 箕輪橋



防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

水切り詳細図

水切りｱｲﾄﾞﾘｯﾌﾟ(軟質PVC) 接着材塗布

補剛桁下面

注) １．補修ひびわれ幅は、0.2mm以上とする。

２．高欄レール塗替え塗装は､Rc-Ⅲ塗装系とする。

３．アーチリブ､吊り材打継目補修は全箇所(n=14箇所)

とする。

４．補修寸法・形状等は現地実測の上決定のこと。

約
10

約
10

15

25

45

アーチリブ､吊り材打継目補修図

打継目:エポキシ樹脂注入
L=(0.25+0.40)×2=1.3m

アーチリブ

吊り材
250

天
竜
川

４－４２－２

３－３
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３

４

L

R

３

４

L

R

１ １

２ ２

三日町側 153号側

Ｐ２ Ａ２

１－１

天
竜
川

吊り材ひびわれ補修(L=0.2m) 吊り材ひびわれ補修(L=0.3m)吊り材断面修復
(0.05×0.02×0.20m)

補剛桁断面修復
(0.20×0.03×0.40m)

アーチリブ断面修復
(0.50×0.01×0.50m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.2m) 吊り材断面修復

(0.10×0.05×0.50m)

(0.20×0.03×0.40m)
補剛桁断面修復

吊り材ひびわれ(L=0.3m)

吊り材断面修復
(0.05×0.02×0.60m)

(0.15×0.03×0.20m)
高欄支柱断面修復

高欄支柱ひびわれ(L=0.5m)

吊り材ひびわれ(L=0.2m) 高欄支柱ひびわれ(L=0.4m)

吊り材ひびわれ(L=0.3m)

吊り材ひびわれ(L=0.4m)

(0.15×0.03×0.30m)
地覆断面修復

吊り材断面修復

吊り材断面修復 高欄支柱ひびわれ(L=0.6m)

補剛桁断面修復
(0.20×0.03×0.40m)

補剛桁ひびわれ(L=3.0m) 補剛桁断面修復
(0.20×0.03×0.40m)

吊り材ひびわれ補修(L=0.2m) 吊り材ひびわれ補修(L=0.2m)

吊り材断面修復

吊り材断面修復
(0.10×0.02×0.20m)

(0.10×0.02×0.10m)

(0.10×0.01×0.40m)

(0.10×0.04×0.90m)

アーチリブ断面修復
橋門構側面断面修復

橋門構下面断面修復

橋門構下面断面修復

(0.20×0.04×0.40m)
(0.20×0.01×0.50m)

(0.25×0.01×0.30m)

(0.25×0.01×0.60m)

橋門構側面断面修復
(0.10×0.02×0.80m) 橋門構側面断面修復

(0.10×0.02×0.40m)

(0.05×0.01×0.25m)
橋門構下面断面修復

補剛桁断面修復
(0.40×0.02×10.20m)

塗装塗替え

塗装塗替え

塗装塗替え

塗装塗替え

30945(水切り設置長)

30945(水切り設置長)

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

第３径間主構造

第３径間主構造補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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4

補修図

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひび割れ補修詳細図
(低圧注入工法)

@300

平面図 平面図

(0.10×0.02×0.40m)

吊り材断面修復
(0.05×0.02×0.20m)

(0.10×0.02×0.40m)

Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／１０ Ｓ＝１／４ Ｓ＝１／４０

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００

固定足場施工↑

△路面高

△路面高+2m

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽

機械足場施工↓
固定足場施工↑

△路面高

△路面高+2m

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽

←
固
定
足
場
施
工

→
機
械
足
場
施
工

→
固
定
足
場
施
工

←
機
械
足
場
施
工

機械足場施工↓
固定足場施工↑

△路面高

△路面高+2m

路面高▽

↑機械足場施工
↓固定足場施工

路面高+2m▽

←
固
定
足
場
施
工

→
機
械
足
場
施
工

→
固
定
足
場
施
工

←
機
械
足
場
施
工

Ｓ＝１／１００

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



注) １．補修ひびわれ幅は、0.2mm以上とする。

２．補修寸法・形状等は現地実測の上決定のこと。

Ｐ１

Ａ１

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

三日町側

153号側

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ２
Ａ２

(0.25×0.01×0.70m)
横桁断面修復 補剛桁ひびわれ補修(L=0.7m)

補剛桁ひびわれ補修(L=0.8m)

横桁断面修復

横桁ひびわれ補修(L=1.0m) 補剛桁ひびわれ補修(L=0.4m) 縦桁ひびわれ補修(L=0.6m) 横桁断面修復
(0.45×0.01×2.10m)

横桁ひびわれ補修(L=1.4m)

補剛桁断面修復
(0.15×0.15×0.20m)

縦桁ひびわれ補修(L=0.4m)
(0.10×0.10×0.70m，0.10×0.05×0.50m)
補剛桁断面修復

補剛桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁断面修復
(0.10×0.10×1.50m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

(0.10×0.05×1.30m)
横桁ひびわれ補修(L=0.4m) 縦桁ひびわれ補修(L=0.3m) 補剛桁ひびわれ補修(L=0.3m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

補剛桁ひびわれ補修(L=2.2m)

補剛桁ひびわれ補修(L=2.8m)

横桁ひびわれ補修(L=0.3m)

横桁断面修復
(0.10×0.10×0.70m)

(0.10×0.10×0.90m)
横桁断面修復

横桁ひびわれ補修(L=0.5m) 横桁ひびわれ補修(L=0.5m)

縦桁ひびわれ補修(L=0.9m) 補剛桁ひびわれ補修(L=0.3m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

補剛桁ひびわれ補修(L=0.4m) 縦桁ひびわれ補修(L=0.3m)

横桁ひびわれ補修(L=0.5m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

補剛桁断面修復
(0.10×0.03×0.40m)

横桁ひびわれ補修(L=2.9m)

(0.10×0.10×1.70m)
横桁断面修復

横桁ひびわれ補修(L=0.3m) 横桁ひびわれ補修(L=0.6m)

補剛桁断面修復
(0.15×0.10×1.70m)

補剛桁断面修復
(0.10×0.10×1.00m)

横桁ひびわれ補修(L=0.3m)

縦桁ひびわれ補修(L=0.3m) 横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁ひびわれ補修(L=2.5m)

補剛桁ひびわれ補修(L=0.7m)

平面図

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

桁下面補修図

桁下面補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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(0.20×0.10×1.60m)

横桁ひびわれ補修(L=0.4m)

横桁断面修復

Ｓ＝１／１００

補剛桁断面修復
(0.10×0.05×0.60m)

横桁断面修復
(0.10×0.10×0.50m)

防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ

エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひび割れ補修詳細図
(低圧注入工法)

カッター切削 カッター切削

@300

約
10

約
10

Ｓ＝１／４

Ｓ＝１／１０

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



注記) １．ハッチング部は接着鋼板再注入範囲を示す。

２．再注入範囲は現地確認の上決定のこと。

３．再注入用鋼板穴は現場状況に応じて最適の位置に明けること。

接着鋼板再注入詳細図

鋼板 t=4.5mm(既設)エポキシ樹脂再注入

M10コンクリートアンカー(既設)

再注入用パイプ設置φ10

エポキシ樹脂シール材鋼板穴明け(φ5)

ゴム加圧式注入器具

4.
5

5

再注入範囲

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

平面図

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

Ｐ２

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

Ａ２

Ａ１ Ｐ１

Ｐ１ Ｐ２

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

① ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑪ ⑫ ⑬ ⑮ ⑯

②

⑨ ⑩ ⑭

③

400 8@4000=32000 400

32800

400 8@4000=32000 400

32800

400 8@4000=32000 400

32800

40
0

23
75

25
0

23
75

40
0

58
00

40
0

23
75

25
0

23
75

40
0

58
00

40
0

23
75

25
0

23
75

40
0

58
00

A1 P1 P2 A2

G1

G2

三日町 国道153号

天
竜
川

位置図 Ａ1 Ｓ＝１／２００
Ａ3 Ｓ＝１／４００

40
025

00
25

00
40

0

25
0

300

50 桁長 32800 50 桁長 32800 50 桁長 32800 50

橋長 98600

400 支間長 32000 850 支間長 32000 850 支間長 32000 400

8@4000=32000

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

接着鋼板補修図

接着鋼板補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／５

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



注) １．補修ひびわれ幅は、0.2mm以上とする。

２．支承前面コンクリート打替の際､既設鉄筋を傷つけないよう注意して

施工のこと。

３．水抜きパイプ25AはSUS304とする。

４．可動部ロッカー支承可動域内部の土砂は高圧洗浄にて除去のこと。

５．補修寸法・形状等は現地実測の上決定のこと。

Mov

ロッカー支承

土砂堆積

可動域

可動支承部現況図

水抜きパイプ(1-15A)

175 50 400 50 225

900

40
0

50

既設鉄筋

P2橋脚(P1側)補修詳細図
(支承前面コンクリート打替)

① 3-D16×680

=675

R8
00

950

① D16

② D16

既設鉄筋(配筋調査より)

既設鉄筋(配筋調査より)

既設鉄筋

② 4-D16×720

支承前面コンクリート打替

カッター切削

水抜きパイプ(2-25A×330)

水抜きパイプ(2-25A×330)

900

225

370

3@225

85
0

2@
20

0=
40

0
22

5

600

450

515

933

60
0

100

47
0

15
0

50
025
0

310

435

A1橋台

F M FM

Ｐ１側 Ａ２側

P1橋脚 Ｐ２側

F F FF

Ａ１側

P2橋脚

MM

A2橋台

M M

P2橋脚ひびわれ補修(L=0.6m)

P2橋脚支承全面コンクリート打替 P2橋脚支承前面コンクリート打替

(0.10×0.02×0.30m)
P2橋脚断面修復

P2橋脚ひびわれ補修(L=0.7m)

水抜きパイプ(2-φ32)

支承前面コンクリート打替 支承前面コンクリート打替

支承前面コンクリート打替

水抜きパイプ(2-φ32)

支承前面コンクリート打替

P2橋脚ひびわれ補修(L=0.7m)

水抜きパイプ(2-φ32)

(0.30×0.01×0.40m)
P1橋脚断面修復

P1橋脚断面修復
(0.50×0.15×1.00m)

(0.50×0.07×0.60m)

(0.30×0.07×0.30m)
A1橋台断面修復

A1橋台断面修復 A1橋台断面修復
(0.40×0.06×0.50m)

A2橋台ひびわれ補修(L=0.9m)

350 1030 3501030300 6400 300

50
76

0

50
76

0

900 5400 9001800

300 6400 300

50
060

0

50
060

0

1800 900 5400 900

1800 900 5400 900 1800 900 5400 900

50
060

0

50
060

0

R9
00

R90
0

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

下部工補修図

下部工補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／２０

防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

約
10

約
10

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ
エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひび割れ補修詳細図
(低圧注入工法)

@300

A=0.166m2

（1箇所当り）

（1箇所当り）

Ｓ＝１／４

Ｓ＝１／１０

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



注記) １．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

２．既設伸縮装置撤去の際、既設鉄筋を傷つけないよう

注意して施工のこと。

35

設
置

遊
間

Ｄ
（

mm
）

設置温度（°Ｃ）

5

設置遊間表

-20 -10

40

10

20

30

0 10 20 30 40

設置範囲

21.4

18.6

伸縮量

ΔL=0.5L+0.2×0.5L

又は0.5L+10の大きい方

ここに、Ｌ:伸縮けた長

Ｌ=32.8m

∴ΔL=16.4+10＝26.4mm

伸縮継手断面図

補強リブ t=12mm

弾性シーリング材

補強鉄筋 D16(誘導板)超速硬コンクリート

リブプレート t=12

シーリング材支持板差し筋アンカー D16

舗装 舗装

ジョイント本体 SMJ-30

10 55

10

D

D+75

11
0

130 130

300 50 300

40 130 130 40

280 280

11
0

80

8 @ 200 = 1600

補強鉄筋 D16

リブプレート t=12
(誘導板)

超速硬コンクリート

伸縮継手平面図

差し筋アンカー D16

ジョイント本体

弾性シーリング材プライマー塗布
(0.2kg/m2)

止水部詳細図

バックアップ材

50 8 @ 200 = 1600 150

1800

150 50

1800

28
0

D+
75

28
0

50

25

弾性シーリング材

バックアップ材

弾性シーリング材

バックアップ材

地覆目地止水図

30
0

15
0

400 150

11
00

平面図

A2P2P1A1

F F FMM M
天
竜
川

三日町 国道153号

伸縮装置補修 伸縮装置補修

58
00

40
0

15
0

47
00

15
0

40
0

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

伸縮装置補修図

伸縮装置補修図(参考図)

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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(参考図)

Ｓ＝１／４

Ｓ＝１／１０

Ｓ＝１／２００

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／１０

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



注記) １．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

２．ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ設置の際、既設鉄筋を傷つけないよう

注意して施工のこと。

既設排水桝

排水施設１箇所当たり

1-Pipe φ114.3×4.5×860(SGP)

2-M10×30(SUS304)

2-PL 50×4.5×262

2-PL 50×4.5×253

1-BN M10×25(2W)(SUS304)

1-BN M10×35(2W)(SUS304)

2-ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M10×70(SUS304)

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M10

2-M10×30(SUS304)
(排水桝ﾀｯﾌﾟ切り)

長孔(13×35) φ13孔

183

303030
2530

30

147

252.5

22
0.

1

25
25

86
0

25
25

252.5

φ114.3

20
0

30
ﾟ

45
ﾟ

φ
11
4.
3

φ
123.3

断面図 詳細図

排水管取付排水管取付

400 150 4700 150 400

400 5000 400

102.5 102.5

A1 P1 P2 A2

G1

G2

三日町 国道153号

天
竜
川

位置図

排水施設補修箇所(全24箇所)

40
025

00
25

00
40

0

25
0

300

50 桁長 32800 50 桁長 32800 50 桁長 32800 50

橋長 98600

400 支間長 32000 850 支間長 32000 850 支間長 32000 400

8@4000=32000

主任技術者

照査技術者

管理技術者

(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

町長

縮尺番号 図 示

箕 輪 町 役 場

赤羽 千男

井澤 衞

排水施設補修図

排水施設補修図

課長 照査 設計

主任技術者

令和６年度 社会資本整備総合交付金事業
橋梁補修工事
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Ｓ＝１／４０ Ｓ＝１／１０

Ｓ＝１／２００

町道8号線

箕輪町 箕輪橋



吊りチェーン足場板

やらず

養生シート

ころばし 親ご

足場吊り金具
(あと施工ｱﾝｶｰ)

断面図

12
00

11
00

400 2375 250 2375 400

地覆外縁 5800

400 150 4700

5800
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